
　亀岡公園と平戸港交流広場を舞台に、「平戸南風
夜風人まつり」が盛大に開催されました。
　このイベントは、平戸市内の踊りチーム「風神社
中」が中心となって開催しており、今年で21回目を
迎えました。今回は全国各地から計24チームが出
演し、熱い演舞を繰り広げました。
　亀岡神社での前夜祭では５チームが、平戸港交流
広場での本祭では、全24チームが華麗な踊りを披
露しました。参加者全員で「田助ハイヤ節」の総踊り
が披露され、大盛況のうちに幕を閉じました。

平戸の秋に舞い踊る熱気９
20 おじゃまします。市長です。

　松尾市長が皆さんの活動場所に出向いて意見交換
を行う「まちなかミーティング」が未来創造館で行わ
れました。初めての開催となった今回のまちなか
ミーティングでは、平戸商工会議所女性会の皆さん
と「平戸市の未来について～いま私たちができるこ
と～」をテーマに意見交換が行われました。
　また、子育て支援について、10月８日に南部地
区の子育て中の保護者の皆さんと、10月29日には
平戸市保育会の教育・保育従事者の皆さんと意見交
換を行いました。
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　「誰もが安心して利用できる歩行空間づくり」を
テーマに、交通安全総点検が実施されました。
　今回の総点検は、平戸警察署、長崎県、学校、地
元の皆さんなど52人が参加し、平戸小学校の通学
路を中心に２班に分かれて、歩きながら点検を行い
ました。
　松尾市長は、「行政では気づかないような所も、
皆さんと一緒に点検することができました。総点検
を通じて、交通事故のない安心安全な交通環境を作
りたい」と話しました。

安心安全な交通環境を目指して９
25笑顔広がる元気と健康の祭典

　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」が開
催され、ステージでは保育園児のアトラクションや、
落語家であり理学療法士でもある日向亭葵さんの講
演会などが行われました。会場内では、園児や福祉
施設の作品展示、介護ロボット体験、健康相談コー
ナー、餅つき、呈茶なども実施されました。
　松下笑一さんの楽しいバルーンショーには多くの
子どもたちが参加して大いに盛り上がり、来場者全
員にバルーンが配られると、みんなとてもうれしそ
うな表情を見せていました。

　平田研長崎県知事が、地域の現状や取り組みを視
察するため平戸市内を訪れました。
　今回の視察では、志々伎山野子トンネルや酒蔵、
国道383号線を現地視察したほか、関係団体の皆さ
んと意見交換を行いました。
　また、今年度新たにオープンしたアルベルゴ・
ディフーゾタウンの「陣屋碧（じんやあお）」や、平戸
城の城泊施設である懐柔櫓などを視察し、松尾市長
が観光施策やこれからのまちづくりの取り組みにつ
いて知事に説明を行いました。

平田県知事が平戸市内を視察10
１

乳がんから女性を守るために

　乳がんに対する知識を多くの人に伝えるために、
「大切なあなたとあなたの家族を守りたい」をスロー
ガンに活動するピンクリボンひらど・AI．AI．AI
が設立20周年を迎え、平戸文化センターで設立20
周年記念式典が開催されました。
　式典では、風神社中の演舞やひまわりコーラスの
合唱、九州大学大学院消化器・総合外科（第二外科）
併任講師の久松雄一先生の乳がんに関する記念講演
が行われ、自分や家族の健康と向き合う機会となり
ました。

　平戸瀬戸市場で「新あご・新米祭り」が開催され、
多くの家族連れが訪れて平戸の旬の味覚を満喫しま
した。このイベントは新あごと新米の収穫期に毎年
開かれるもので、会場では香ばしい塩あごと、ふっ
くら炊き立ての新米おにぎりが振る舞われたほか、
あごピザやあご出汁唐揚げ、あご焼き小籠包などが
販売されました。
　また、新鮮なあごの詰め放題コーナーには多くの
人が参加し、ビニール袋に工夫を凝らしながらたく
さんのあごを詰め込んでいました。

平戸の旬の味覚を味わう10 17
～ 18

　平戸市消防署度島分遣所兼平戸地区第５分団消防
格納庫詰所落成・開所式が行われ、約40人が参加
しました。
　この施設が完成したことで、度島地区にも消防職
員が24時間体制で常時待機し、いつでも出動でき
るようになりました。
　また、これまで島内の3カ所に分かれていた消防
団格納庫を1つに集約し、消防士と消防団が一体と
なって活動することで、度島地区の消防力の強化を
図ります。

消防力強化を目指して10
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ひさまつ　ゆういち
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